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ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支
援
す

る
た
め
、母
子
家
庭
の
み
に
支
給
さ
れ
て
い
た

児
童
扶
養
手
当
が
８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭

に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど

で
、父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家

庭
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与

し
、子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

父
子
家
庭
の
支
給
要
件
は

　

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子

ど
も
を
父
が
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
支
給
要

件
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③�

母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

子
ど
も

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

⑤�

そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
子

ど
も
、
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
子

ど
も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

子
ど
も
な
ど
）

手
当
額
（
月
額
）
は

　

受
給
資
格
者（
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
や
母
な

ど
）が
監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の
数
や
受
給

資
格
者
の
所
得
な
ど
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
受
給
資
格
者
な
ど
の
前
年
の
所
得

が
制
限
額
を
超
え
た
場
合
は
、
手
当
の
全
部
、

ま
た
は
一
部
が
停
止
に
な
り
ま
す
。

・
児
童
１
人
の
場
合

　
　

全
部
支
給�

４
万
１
７
２
０
円

　
　

一
部
支
給�

９
８
５
０
円
〜　

�

４
万
１
７
１
０
円

・
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

　
　

２
人
目�

５
０
０
０
円

　
　

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き�

３
０
０
０
円

受
給
す
る
た
め
に
は

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
申
請

（
認
定
請
求
）が
必
要
で
す
。

　

申
請
の
時
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■�

す
で
に
父
子
家
庭
と
し
て
の
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
人
は
、
８
月
１
日
よ
り
前
で

も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
次
の
取
り

扱
い
と
な
り
ま
す
。

・�

７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い

る
人

�

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
る
と
「
８
月

分
」か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

・�
８
月
１
日
〜
11
月
30
日
に
支
給
要
件
に
該
当

し
た
人

�

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
る
と
「
支
給
要

件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

■�

11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、「
申
請
の
翌
月
分
」

か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
の
で
、
受
給
を
希

望
す
る
人
は
、
11
月
30
日
ま
で
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は

　

認
定
請
求
書
の
ほ
か
、受
給
資
格
者
お
よ
び

該
当
す
る
子
ど
も
の
戸
籍
謄
本
、養
育
費
な
ど

に
関
す
る
申
告
書
な
ど
の
必
要
な
書
類
や
手

続
き
は
事
前
に
説
明
し
ま
す
の
で
、社
会
福
祉

課
、ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
当
の
支
給

　

手
当
は
、
４
・
８
・
12
月
の
年
３
回
に
分
け

て
支
払
い
月
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
８
月
〜
11
月
分
が
支
給
さ
れ
る
の

は
、
12
月
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
子
ど
も
福
祉
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
４
６
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課

父子家庭の皆さんへ

児童扶養手当が支給されます
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高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
で

村
上
市
の
魅
力
発
信

北陸自動車道磐越自動車道

日本海東北道
＜無料化実験区間＞

長岡方面　　会津方面

新潟中央 JCT

新潟亀田ＩＣ
新潟空港ＩＣ

豊栄スマートインター※1（新潟空港方面のみ）
豊栄新潟東港ＩＣ

聖籠新発田ＩＣ

中条ＩＣ

荒川胎内ＩＣ
新直轄方式に
よる無料区間

無料区間

神林岩船港ＩＣ

→→

６
月
28
日
㈪
実
験
開
始

　

国
土
交
通
省
が
今
年
２
月
２
日
に
発
表
し

た
「
平
成
22
年
度　

高
速
道
路
無
料
化
社
会
実

験
計
画
」
で
、
６
月
28
日
か
ら
平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
、
日
本
海
東
北
道
の
荒
川
胎
内

Ｉ
Ｃ
か
ら
新
潟
中
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ
の
約
46
・
６
㎞
の

区
間
が
無
料
と
な
り
ま
し
た
。（
特
例
と
し
て

日
本
海
東
北
道
か
ら
ご
利
用
の
場
合
の
み
新

潟
中
央
IC
ま
で
無
料
と
な
り
ま
す
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
新
直
轄
方
式
の
整
備
に
よ
る

無
料
区
間
で
あ
る
神
林
岩
船
港
IC
か
ら
荒
川

胎
内
IC
を
含
め
、
新
潟
中
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
（
日

本
海
東
北
自
動
車
道
か
ら
ご
利
用
の
場
合
の

み
新
潟
中
央
IC
）
無
料
で
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

村
上
市
を
ア
ピ
ー
ル

　

高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
に
よ
っ
て
、県

内
や
県
外
か
ら
多
く
の
人
に
本
市
へ
お
越
し

い
た
だ
く
た
め
、「
村
上
市
」の
知
名
度
を
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
後
も
、
無
料
化
社
会
実
験
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
、村
上
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

■
対
象
車
両

　

�　

全
車
種
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
以
外
と

も
に
対
象
）

■
料
金
所
の
通
行
方
法

　

�　

無
料
化
社
会
実
験
区
間
内
の
料
金
所
の

通
行
方
法
は
、従
来
ど
お
り
で
す

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
の
場
合

　

�　

車
載
器
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
を
挿
入
し
、
入

り
口
、
出
口
と
も
Ｅ
Ｔ
Ｃ
レ
ー
ン
を
通
行
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
以
外
の
場
合

　

�　

入
り
口
で
通
行
券
を
取
り
、
出
口
で
通
行

券
を
係
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

○
社
会
実
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

　
　

道
路
計
画
課

　
　
　

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
８
８
８
０（
代
表
）

　

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

○
高
速
道
路
の
料
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
２
４
‐
０
２
４

　
　

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
IP
電
話
か
ら
の
場
合
は
、

　
　
　

☎
03
‐
５
３
３
８
‐
７
５
２
４

　
　

（
年
中
無
休
、24
時
間
受
け
付
け
）

１※�

豊
栄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
は
社
会

実
験
期
間
中
も
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車（
中
型
車
以
下
）に

限
定
さ
れ
ま
す
。

　

利
用
時
間　

午
前
６
時
〜
午
後
10
時
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■
高
齢
受
給
者
証

（
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
）

　

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
に
新
し
い
高
齢

受
給
者
証（
藤
色
）を
送
付
し
ま
す
。

　

送
付
し
た
人
の
中
に
は
、
病
院
な
ど
で
の
本

人
一
部
負
担
割
合
が
８
月
１
日
か
ら
変
更
に

な
る
人
が
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
今
年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
に
よ
っ

て
、
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
た
め
で
す
。
負

担
割
合
は
、
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

医
療
機
関
に
受
診
す
る
際
は
、保
険
証
と
高

齢
受
給
者
証
の
両
方
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

対
象
と
な
る
人
は
、
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月

（
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
、そ
の
月
）か
ら
と

な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
国
保
係　

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
５
２
、２
５
３
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係

　

平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
税
額
の
確
定

通
知
書
を
、
７
月
中
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
送
付

し
ま
す
。

　

す
で
に
４
月
分
の
年
金
か
ら
仮
の
保
険
税

を
納
め
て
い
る
世
帯
に
は
、平
成
21
年
中
の
所

得
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
再
計
算
の
う
え
、今

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
額
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
通
知
書
に
納
付
方
法
と
保
険
税
額
の
計

算
内
容
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
方
法

　

保
険
税
の
納
め
方
は
、２
通
り
あ
り
ま
す
。

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
世
帯
は「
特
別
徴

収
」
、
そ
れ
以
外
の
世
帯
は
「
普
通
徴
収
」
と
記

載
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

　
　

確
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

８月から８月から

【裏面】 【表面：ピンク色】

※�法律の改正により、裏面に臓器提供の
意思表示ができるようになりました

【平成22年８月１日から】

有効期限

ここに負担割合が記載されています

■
新
し
い
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

　

８
月
１
日
か
ら
村
上
市
国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。新
し
い
保
険
証

（
ピ
ン
ク
色
）は
、７
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て
に

「
特
定
記
録
郵
便
」
で
送
付
し
ま
す
。
８
月
に

な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
保
険
証

（
ベ
ー
ジ
ュ
色
）は
、有
効
期
限
が
７
月
末
日
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、８
月
か
ら
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。ハ
サ
ミ
な
ど
で
細
か
く
刻
ん
で
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

保
険
証
の
送
付
は
郵
送
と
な
り
ま
す
が
、
市

役
所
本
庁
や
各
支
所
の
窓
口
で
直
接
受
け

取
り
た
い
と
い
う
人
は
、
７
月
12
日
㈪
ま
で

に
保
健
医
療
課
国
保
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎�

保
険
証
や
保
険
税
額
の
確
定
通
知
書
な
ど

は
、
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。
世
帯
主

以
外
に
送
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
本
人
確

認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
免
許
証
な
ど

の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
、
市
役
所
本
庁
、

ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
で
送
付
先
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
と
高
齢
受
給

者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
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特
別
徴
収
の
場
合
は
、
介
護
保
険
料
と
同

様
、
年
金
支
給
日
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
普
通

徴
収
の
場
合
で
直
接
納
付
の
世
帯
は
、通
知
書

に
付
い
て
い
る
納
付
書
で
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。口
座
振
替
を
申
し
込
ん
で
い

る
世
帯
は
、
納
期
限
日
に
振
替
え
ま
す
。
ご
指

定
の
金
融
機
関
名
、口
座
番
号
な
ど
を
通
知
書

に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、振
替
日
ま
で
に
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

特
別
徴
収
の
場
合
は
、「
国
民
健
康
保
険
税

納
付
方
法
変
更
申
出
書
」
を
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、
特
別
徴
収
を
、
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
税
務
課
や
各
支
所

市
民
生
活
課
税
務
係
、
各
連
絡
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
金
融
機
関
で
手

続
き
は
で
き
ま
せ
ん

◆
保
険
税
額

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、加
入
者
の
前
年
中
の

所
得
を
も
と
に
世
帯
単
位
で
計
算
し
ま
す
。

　

な
お
、年
度
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
人
が

い
る
世
帯
の
保
険
税
額
は
、75
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
月
の
前
月
分
ま
で
あ
ら
か
じ
め
計
算

し
、年
間
の
納
期
数
で
割
り
振
り
し
た
金
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
に
は
、
第

２
号
被
保
険
者
介
護
保
険
料
分
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、年
度
の
途
中
で
40
歳
に
な
る

人
は
、
誕
生
日
を
む
か
え
る
月
（
１
日
が
誕
生

日
の
場
合
は
そ
の
前
の
月
）の
分
か
ら
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
保
険
税
の
税
率
改
正
お
よ
び

　
　
　

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
分
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
分
、第
２
号
被
保
険
者
介
護
保
険

料
分
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
市
報
む
ら
か
み

５
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
分
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、医
療
分
、後
期
高
齢
者
支
援
金
等

分
の
賦
課
限
度
額
が
、
国
の
基
準
に
合
わ
せ
、

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
保
険
税
額
の
軽
減

○�

所
得
が
少
な
い
世
帯
に
対
す
る
軽
減
（
手
続

き
不
要
）

　

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
を
し
た
人

で
、
所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯
の
保
険
税
額

は
、
被
保
険
者
均
等
割
額
と
世
帯
別
平
等
割
額

を
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
７
割
、
５
割
、
２
割

を
減
額
し
て
計
算
し
ま
す
。

○�

非
自
発
的
失
業
者
の
税
額
軽
減
（
手
続
き
が

必
要
）

　

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
会
社
の
倒
産

や
解
雇
な
ど
で
職
を
失
い
、失
業
給
付
を
受
け

て
い
る
人
の
保
険
税
は
、算
定
の
基
礎
と
な
る

前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な

し
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

該
当
者
は
、市
報
む
ら
か
み
５
月
１
日
号
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

６
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
た
人
は
、減
額

し
た
保
険
税
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
納
付
相
談
に
応
じ
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
な
ど
、
納
付
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
現
在
の
状
況
を
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
に
合
っ
た
納
付
計
画
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
す
の
で
、
税
務
課
徴
収
係
（
☎
53
‐

２
１
１
１
（
内
線
２
１
３
〜
２
１
５
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
保
険
税
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
２
３
、２
２
４
）

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
税
務
係

保険税の税率改正および賦課限度額の引き上げ
　①税率の改正（後期高齢者支援金等分）

※医療分、第２号被保険者介護保険料分は変更なし

区分 改正前
改正後

（平成22年度～）

所得割額 ２％ 2.5％

被保険者均等割額 6,700円 9,900円

世帯別平等割額 4,700円 廃止

　②賦課限度額の引き上げ（医療分・後期高齢者支援金等分）

区分 改正前
改正後

（平成22年度～）

医療分 47万円 50万円

後期高齢者支援金等分 12万円 13万円

第２号被保険者

介護保険料分
10万円 10万円（変更なし）
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

８
月
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証（
空
色
）は
、７
月
31
日
で
有
効
期
限
が

切
れ
ま
す
の
で
、
新
し
い
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
を
７
月
16
日
こ
ろ
に
送
付
し
ま
す
。
８
月

に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か
な
い
、ま
た
保
険

証
の
記
載
事
項
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
、
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
前
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
、
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し
て
い
ま
す
。

　

送
付
す
る
新
し
い
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
一
部
負
担
割
合
「
１
割
」
ま
た
は
「
３
割
」

は
、
８
月
１
日
か
ら
の
１
年
間
適
用
と
な
り
ま

す
。

１
割
負
担
と
な
る
人

　

同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
の
中
に
、
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上
の
人
が
い
な
い
場
合

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

確
認
を

３
割
負
担
と
な
る
人

　

同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
の
中
に
、住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上
の
人
が
い
る
場
合

※�

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
に
よ

り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す

［
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
１
人
の
場
合
］

　

�　

そ
の
人
の
収
入
合
計
金
額
が
３
８
３
万

円
未
満
の
場
合
、
ま
た
は
、
同
一
世
帯
の
70

〜
74
歳
の
人
の
全
員
の
収
入
合
計
金
額
が
、

５
２
０
万
円
未
満
の
場
合

［
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
複
数
い
る
場
合
］

　

�　

加
入
者
全
員
の
収
入
合
計
金
額
が
、

５
２
０
万
円
未
満
の
場
合

●
問
い
合
わ
せ

　

保
険
医
療
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
５
５
、２
５
６
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係

　

な
お
、
送
り
先
を
変
更
し
た
い
場
合
は
、
７

月
９
日
㈮
ま
で
に
保
健
医
療
課
後
期
高
齢
者

医
療
係
、ま
た
は
各
支
所
の
地
域
福
祉
課
保
健

医
療
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
届
出

者
の
身
分
を
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、加
入
者
一
人

ひ
と
り
の
保
険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
保
険
料
を
記
載
し
た
通
知
書
は
、７
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

年
間
保
険
料
は
、均
等
割
額
と
所
得
割
額
の

合
計
で
す
。（
賦
課
限
度
額
は
50
万
円
）

計
算
方
法

◆
均
等
割
額
と
は

　

保
険
料
の
う
ち
、加
入
者
全
員
が
均
等
に
負

担
す
る
分
で
す
。
新
潟
県
内
の
均
等
割
額
は

３
万
５
３
０
０
円
で
す
。

◆
所
得
割
額
と
は

　

保
険
料
の
う
ち
、加
入
者
の
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る
分
で
す
。平
成
21
年
中
の
総
所
得
金

額
な
ど
か
ら
、基
礎
控
除
額（
33
万
円
）を
控
除

し
た
金
額
に
、
所
得
割
率
（
新
潟
県
内
は
７
・

15
％
）を
掛
け
て
算
出
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
保
険
料

新しい保険証（オレンジ色）

有効期限

医療費の自己負担割合

平成23年７月31日
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保険料の納付方法と納付時期
・４月以降の年金からすでに納めている人

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

年金からの納付【特別徴収】 年金からの納付【特別徴収】

　確定した年間保険料額から、４月・６月・８月に納めた額を差し引いて、残った額を10月・12月・２月に
分けて年金から納めます。

・７月から納付書、または口座振替で納める人

４～６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

納付なし 納付書での納付、または口座振替【普通徴収】

　確定した年間保険料額を平成22年７月から平成23年３月までの９期に分けて納めます。
　月々納める保険料額は、７月中旬に送付する通知書に記載されていますので、ご確認ください。

　

所
得
状
況
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
前
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
保
険
料
の
軽

減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
申
請
不
要
）

◆
所
得
が
少
な
い
人
へ
の
軽
減

　

平
成
21
年
中
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
次
の

と
お
り
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
９
割
、
８
・
５

割
、５
割
、２
割
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
所
得
割
額
の
軽
減

　

個
人
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
５
割
軽
減
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

◆�

加
入
前
日
ま
で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
へ

の
軽
減

　

制
度
に
加
入
し
た
と
き
か
ら
、
保
険
料
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。（
市
町
村
国
保
、国
保
組
合
な
ど

の
被
扶
養
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

　

軽
減
後
の
平
成
22
年
度
の
年
間
保
険
料
額

は
、３
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
で
納
め
る【
特
別
徴
収
】と
、納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
に
よ
る
【
普
通
徴
収
】
の
２
つ
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

納
付
方
法
と
納
付
時
期

納
付
方
法
と
納
付
時
期

軽
減
制
度

　

一
人
ひ
と
り
の
年
間
保
険
料
と
納
付
方
法

は
、
７
月
中
旬
に
郵
送
す
る
通
知
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
め
方
の
変
更
に
は
手
続
き
が

必
要
で
す

◆
納
付
書
か
ら
口
座
振
替
へ

　

振
替
口
座
の
預
金
通
帳
、
通
帳
の
届
け
出

印
、
保
険
証
を
持
参
し
、
市
内
金
融
機
関
ま
た

は
市
役
所
税
務
課
、
各
支
所
市
民
生
活
課
税
務

係
、各
連
絡
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振
替

で
納
め
て
い
た
人
で
あ
っ
て
も
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
口
座
振
替
を
申

し
込
ん
で
い
な
い
人
は
、
改
め
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
国
民
健
康
保
険
税
の
口

座
振
替
は
引
き
継
が
れ
ま
せ
ん
）

※�

７
月
分
の
保
険
料
か
ら
口
座
振
替
を
希
望

す
る
人
は
、
７
月
15
日
㈭
ま
で
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

◆
年
金
か
ら
口
座
振
替
へ

　

保
険
料
の
納
付
方
法
を
年
金
か
ら
口
座
振

替
に
変
更
で
き
ま
す
。「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」の
提
出
が
必
要

で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
金
か
ら
の
保
険
料
の
天
引

き
が
、口
座
振
替
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

振
替
口
座
の
預
金
通
帳
、
通
帳
の
届
け
出

納
付
方
法
を
変
更
で
き
ま
す

納
付
方
法
を
変
更
で
き
ま
す

印
、保
険
証
を
持
参
し
、市
役
所
税
務
課
、各
支

所
市
民
生
活
課
税
務
係
、各
連
絡
所
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
の
金
融
機
関
で
は
、
手
続
き
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

納
付
書
で
の
納
付
や
年
金
か
ら
の
天
引
き

に
よ
る
納
付
を
ご
家
族
の
口
座
か
ら
の
振

替
に
変
更
し
た
場
合
、
社
会
保
険
料
控
除
は

実
際
に
負
担
し
た
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
世
帯
全
体
の
所
得
税
や
、
住
民
税

の
税
額
に
影
響
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
保
険
税
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
２
３
、２
２
４
）

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
税
務
係
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65
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
、平
成
22
年

度
介
護
保
険
料
額
の
確
定
通
知
書
を
７
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

４
月
分
の
年
金
か
ら
仮
に
算
定
し
た
保
険

料
を
納
め
て
い
る
人
に
は
、平
成
21
年
中
の
所

得
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、今
年
度
の
正
式
な

介
護
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

確
定
通
知
書
に
は
次
の
と
お
り
、納
付
方
法

や
保
険
料
の
所
得
段
階
、保
険
料
額
な
ど
を
記

載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
方
法

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、年
金
か
ら
天
引
き

で
納
め
る「
特
別
徴
収
」と
、口
座
振
替
や
納
付

書
で
納
め
る
「
普
通
徴
収
」
の
２
通
り
が
あ
り

ま
す
。

　

「
特
別
徴
収
」の
場
合
は
、天
引
き
さ
れ
る
年

金
の
種
類
を
記
載
し
て
い
ま
す
。「
普
通
徴
収
」

の
う
ち
、口
座
振
替
を
申
し
込
ん
で
い
る
人
に

は
、通
知
書
に
金
融
機
関
名
や
口
座
番
号
な
ど

を
記
載
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
を
申
し
込
ん

で
い
な
い
人
は
、通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る

納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
特
別
徴
収
」か「
普
通
徴
収
」の
い
ず

れ
の
納
め
方
に
な
る
か
は
、
年
金
支
給
額
な
ど

で
決
ま
り
ま
す
の
で
、
選
択
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
所
得
段
階

　

市
民
税
の
課
税
状
況
や
所
得
状
況
に
応
じ

て
６
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
所
得
段
階
の
区

分
は
昨
年
度
と
同
じ
で
す
。

◆
保
険
料
額

　

年
間
保
険
料
額
と
各
納
期
の
保
険
料
額
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
年
間
保
険
料
額
は
、
所
得

段
階
と
加
入
期
間
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

各
納
期
の
保
険
料
額
は
、「
特
別
徴
収
」の
欄

に
は
年
金
の
支
給
月
ご
と
に
天
引
き
で
納
め

る
保
険
料
額
を
、「
普
通
徴
収
」の
欄
に
は
７
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
間
に
口
座
振
替
や
納

付
書
で
納
め
る
保
険
料
額
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載

し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み

　

保
険
料
の
納
付
方
法
を
納
付
書
か
ら
口
座

振
替
に
変
更
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
変
更
を
希

望
す
る
人
は
、
税
務
課
、
各
支
所
市
民
生
活
課

税
務
係
、
各
連
絡
所
、
ま
た
は
金
融
機
関
の
窓

口
に
通
帳
と
通
帳
の
届
け
出
印
、
保
険
証
を
持

参
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
保
険
税
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
２
３
、２
２
４
）

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
税
務
係

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含

む
）
を
利
用
す
る
際
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
ほ
か
に
、
食
費
と
居
住
費
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
場
合
は
、
滞
在
費
）
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
、
負

担
額
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
軽
減
を
受
け
る
に
は

　

「
負
担
限
度
額
認
定
申
請
」
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。
有
効
期
間
は
、
申
請
を
し
た
月
の
初

日
か
ら
次
の
６
月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。引

き
続
き
軽
減
を
受
け
る
場
合
は
、毎
年
更
新
の

届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

届
け
出
の
際
に
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
と

印
鑑
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

申
請
後
、
対
象
と
な
る
人
に
は
「
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
施
設

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
す
る
と
き
に
は
、こ
の

認
定
証
を
施
設
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
軽
減
対
象
サ
ー
ビ
ス

　

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
、介
護
保
険
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、老
人
保
健
施
設
、介

護
療
養
型
医
療
施
設
）入
所
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
生
活
介
護
、
短

期
入
所
療
養
介
護
）サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
居
住

費（
滞
在
費
）と
食
費
で
す
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者
お
よ
び
軽
減
内
容

　

世
帯
全
員
が
、市
民
税
非
課
税
の
場
合
に
対

象
と
な
り
ま
す
。
軽
減
内
容
は
、
利
用
さ
れ
る

施
設
の
居
室
区
分
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
６
月
中
に
更
新
の
申
請
を
し
た
人
へ

　

７
月
１
日
か
ら
の
介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
申
請
の
結
果
は
、
７
月
下
旬
に
送
付
す
る

予
定
で
す
。
な
お
、
介
護
保
険
施
設
に
入
所
し

て
い
る
場
合
は
、施
設
へ
直
接
送
付
し
ま
す
。

●
申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
６
１
、３
６
２
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
介
護
保
険
係

介護保険料額の確定通知書
を7月中旬に送付します

平成22年度

介護保険負担限度額
認定申請

介護保険負担限度額
認定申請

毎年、申請が必要です
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

■
接
種
方
法

　

個
別
接
種
と
な
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
に
予
約
し
、
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
す
。

■
第
２
期
の
接
種
に
つ
い
て

　

第
２
期
（
９
歳
〜
13
歳
未
満
）
の
接
種
に

つ
い
て
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
現
段
階
で
は
定
期
予
防
接
種
と
し

て
接
種
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

平
成
17
年
度
５
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
勧
告
が
あ
り
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
の
積
極

的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
新
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
安
全
性
の
確
認
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
22

年
度
中
に
３
歳
に
な
る
お
子
さ
ん
か
ら
、
新
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
１

期
の
勧
奨
を
再
開
し
ま
す
。

■�

定
期
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
を
超
え
て
し

ま
っ
た
人
へ

　

積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
っ
て
対
象

年
齢
を
超
え
て
し
ま
っ
た
人
へ
の
接
種
機
会

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
今
後
国
が
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
「
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
接
種
Q
＆
A
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
（
県

障
）は
、重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
、入
院

時
の
食
事
療
養
費
（
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

を
持
っ
て
い
る
人
）
お
よ
び
訪
問
看
護
医
療
費

を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
自
立
支
援
医
療
な

ど
、
ほ
か
の
医
療
費
の
軽
減
制
度
が
受
け
ら
れ

る
場
合
は
、そ
ち
ら
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

※�

転
入
し
て
き
た
人
は
、
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
利
用
で
き
る
人

　

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

　

②�

療
育
手
帳
A
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　

※�

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
助
成
停
止

と
な
り
ま
す

◎
助
成
の
受
け
方

　

「
受
給
者
証
」
を
健
康
保
険
証
と
と
も
に
医

療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、一
部
負

担
金
の
み
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

［
一
部
負
担
金
］

　

医
療
機
関
ご
と
で
月
ご
と
に

　
　

外　

来　
　

１
回
５
３
０
円

　
　
　

（
月
４
回
ま
で
負
担
）

　
　

入　

院　

１
日
１
２
０
０
円

　
　

訪
問
看
護　

１
日
２
５
０
円

　

※
調
剤
薬
局
へ
支
払
う
額
は
無
料
で
す

◎
医
療
費
の
払
い
戻
し（
償
還
払
い
）

　

①
治
療
用
装
具
を
購
入
し
た
と
き

　

②�

入
院
時
生
活
療
養
費
（
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
場
合
）を
支
払
っ
た
と
き

　

③
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き

　

な
ど
は
、
申
請
を
す
る
と
後
日
、
自
己
負
担

額
を
超
え
た
金
額
を
還
付
し
ま
す
。

現
況
届

　

毎
年
７
月
に
、現
況
届
で
助
成
対
象
者
と
扶

養
義
務
者
の
所
得
を
調
査
し
ま
す
。
現
況
届
の

書
類
が
届
い
た
ら
、早
め
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
４
７
）

　

各
支
所
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　

荒
川
地
区
☎
62
‐
３
１
０
１（
内
線
１
２
３
）

　
　

神
林
地
区
☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
１
２
）

　
　

朝
日
地
区
☎
72
‐
６
８
８
７

　
　

山
北
地
区
☎
77
‐
３
１
１
３

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度（
県
障
）

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
〜
２
６
３
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係

荒
川
地
区
☎
62
‐
３
１
０
１（
内
線
１
２
６
）

神
林
地
区
☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
１
４
）

朝
日
地
区
☎
72
‐
６
８
８
７

山
北
地
区
☎
77
‐
３
１
１
３

■
対
象
者
・
案
内
方
法

対
象
年
齢

案
内
方
法
な
ど

平
成
19
年
４
月
１
日
以

降
に
生
ま
れ
、平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
に
３
歳

に
な
る
お
子
さ
ん

　

３
歳
児
健
診
で
案
内
し
ま
す
。な
お
、す
で
に
健
診
を
受
診
さ
れ
た

人
に
は
、郵
送
し
ま
す
。

平
成
19
年
３
月
31
日
以

前
に
生
ま
れ
、７
歳
６
か

月
未
満
の
お
子
さ
ん

　

今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
で
は
、す
べ
て
の

人
に
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、積
極
的
な
勧
奨
は
行
い
ま
せ
ん
。接

種
状
況
や
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
を
み
な
が
ら
、接
種
の
機
会
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
市
役
所
本
庁
、ま
た
は
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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な
る
ほ
ど
健
康

ご
存
じ
で
す
か
。

　

正
し
い
傷
の
処
置

県
立
坂
町
病
院
外
科　

番
場　

竹
生

　

包
丁
で
指
に
切
り
傷
が
で
き
た
時
、転
ん
で

ひ
ざ
を
擦
り
む
い
て
し
ま
っ
た
時
な
ど
、皆
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
ま
す
か
。

　

医
療
の
世
界
は
日
進
月
歩
と
よ
く
い
わ
れ

て
お
り
、
傷
の
治
療
方
法
も
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
私
が
医
者
と
し
て
働
き
始
め
た

約
10
年
前
は
、
傷
の
治
療
の
基
本
と
い
え
ば
、

「
消
毒
」
と
「
ガ
ー
ゼ
」
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の「
消
毒
」と
い
う
行
為
が
、か
え
っ
て
傷
の
治

り
を
悪
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
、最
近

の
新
し
い
考
え
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は

﹁
消
毒
﹂で
は
な
く
、﹁
洗
浄
﹂

　

そ
も
そ
も
、
私
た
ち
の
体
が
傷
を
治
そ
う
と

す
る
時
、
ま
ず
傷
の
部
分
を
覆
う
よ
う
に
体
液

（
浸
出
液
）が
に
じ
み
で
て
き
て
、そ
の
体
液
の

中
で
小
さ
な
細
胞
が
傷
の
補
修
を
行
い
ま
す
。

傷
を「
消
毒
」し
て
し
ま
う
と
、こ
の
大
切
な
細

胞
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、傷
の
治
り
を

悪
く
し
て
し
ま
う
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
泥
な
ど

で
汚
れ
た
傷
は
細
菌
も
多
く
、そ
の
ま
ま
で
は

化か

膿の
う

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、大
切

な
の
は
「
洗
浄
」
で
あ
り
「
消
毒
」
で
は
な
い
の

で
す
。
ち
な
み
に
「
ガ
ー
ゼ
」
で
傷
を
覆
う
と
、

こ
の
大
切
な
体
液
を
吸
収
し
て
し
ま
い
、や
は

り
傷
の
治
り
を
悪
く
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。傷
の
水
分
を
保
つ
特
殊
な
テ
ー
プ
で
保
護

す
る
の
が
理
想
的
と
い
わ
れ
て
お
り
、最
近
で

は
薬
局
な
ど
で
も
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
傷
は
乾
か
し
て
治
す
時
代
か
ら
、
潤
い

を
保
っ
て
治
す
時
代
に
変
わ
っ
た
の
で
す
。

手
術
の
後
の﹁
消
毒
﹂は
し
な
い

　

病
院
の
外
科
で
は
、日
々
た
く
さ
ん
の
手
術

を
行
っ
て
い
ま
す
。手
術
内
容
は
大
き
な
手
術

（
胃
や
大
腸
が
ん
な
ど
）
か
ら
比
較
的
小
さ
な

手
術（
脱
腸
や
痔
）ま
で
多
種
多
様
で
す
。最
近

で
は
、傷
を
小
さ
く
し
て
体
へ
の
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
に
、腹
ふ
く
く
う
き
ょ
う

腔
鏡
と
い
う
カ
メ
ラ
を
使
っ

た
手
術
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
手
術
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
体
に
は
傷
が

残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
、
手
術
の
後
の
傷

は
特
殊
な
保
護
テ
ー
プ
で
覆
い
、「
消
毒
」は
一

切
し
て
い
ま
せ
ん
。「
消
毒
も
し
て
く
れ
な
い
」

と
い
っ
た
不
満
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
が
、私
た

ち
は
傷
治
療
の
プ
ロ
と
し
て
、日
々
勉
強
し
な

が
ら
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

傷
の
治
療
は
最
初
が
肝
心

　

日
常
生
活
で
で
き
た
傷
で
も
出
血
が
ひ
ど

い
場
合
や
、
目
立
つ
場
所
で
傷
が
深
い
場
合

は
、
傷
を
縫
合
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
傷
の

場
所
に
も
よ
り
ま
す
が
、最
近
で
は
糸
で
縫
う

か
わ
り
に
テ
ー
プ
で
傷
を
閉
鎖
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
傷
は
局
所

麻
酔
を
し
た
上
で
、丹
念
な
洗
浄
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。傷
の
治
療
は
最
初
が
肝
心
で

す
の
で
、困
っ
た
と
き
は
医
療
機
関
に
相
談
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

市
で
は
、市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
う
え
で
、地
域
の
集
会
施
設
を
重
要
な

拠
点
と
位
置
付
け
、地
域
の
実
情
に
合
っ
た
集

会
施
設
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
要
綱

の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

■
補
助
対
象
事
業
お
よ
び
補
助
金
額

　

町
内
お
よ
び
集
落
を
対
象
に
、予
算
の
範
囲

内
で
次
に
よ
り
補
助
し
ま
す
。

■
集
会
施
設
整
備
に
関
す
る
事
業
の
流
れ

　

事
業
実
施
予
定
の
前
年
度
に
計
画
書
を
市

に
提
出
し
、事
業
が
採
択
さ
れ
た
翌
年
度
に
実

施
で
き
ま
す
。

■
集
会
施
設
整
備
に
関
す
る
要
綱
、様
式

　

事
業
に
関
す
る
要
綱
と
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
ペ
ー
ジ
か

ら
閲
覧
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

政
策
推
進
課
自
治
振
興
室

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

補
助
区
分

補
助
率

補
助
金
上
限
額

１�

新
築
ま
た
は
改
築
に
要

す
る
経
費

３
分
の
１

４
０
０
万
円

２�

増
築
ま
た
は
移
転
に
要

す
る
経
費

３
分
の
１

３
０
０
万
円

３�

大
規
模
修
繕
ま
た
は
大

規
模
模
様
替
え
に
要
す

る
経
費

３
分
の
１

２
０
０
万
円

４環境改善改修に要する経費

⑴�

下
水
道
接
続
・
ト

イ
レ
改
修
工
事

３
分
の
１

１
２
０
万
円

⑵�

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
・
ト
イ
レ
改

修
工
事

１
２
０
万
円

⑶
屋
根
の
葺ふ
き

替
工
事

１
０
０
万
円

⑷�

空
調
設
備
（
エ
ア

コ
ン
）取
付
工
事

５
０
万
円

５�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

要
す
る
経
費

３
分
の
１

１
０
０
万
円

計画作成年度（事業実施前年度）

市
へ
集
会
施
設
整
備
計
画
書
提
出

10
月
末
日（
今
年
度
は
11
月
1
日
㈪
）ま

で
市
役
所
本
庁
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出

く
だ
さ
い
。　

　

←
事
業
内
容
の
審
査

　

←
事
業
採
択
内
定
通
知

事 業 実 施 年 度

補
助
金
交
付
申
請

４
月
初
旬
か
ら
申
請
が
で
き
ま
す
。（
村

上
市
補
助
金
等
交
付
規
則
に
よ
る
）

　

←
補
助
金
交
付
決
定

　

←
事
業
着
手

　

←
事
業
の
完
了

　

←
事
業
実
績
報
告

　

←
補
助
金
額
の
確
定

　

←
補
助
金
の
交
付 事

業
申
請
準
備

平
成
23
年
度
か
ら
の

集
会
施
設
整
備
に
関
す
る
補
助

※�網掛け部分が、町内・集落で
行う手続きなどです

⬅
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第12回
かみはやし穀

こく

菜
さい

マラソン参加者募集
と　　き　平成22年８月22日㈰
　　　　　午前８時受け付け開始

コ ー ス　パルパーク神林（神林総合運動公園）スタート・ゴール

参加資格　健康な人ならどなたでも参加できます　※未成年者の場合は、保護者の承諾が必要

　　　　　　（保険証を必ず持参してください。コピー可）

参 加 費　小・中学生、高校生　1,000円
　　　　　一　般　　　　　　　2,500円
申込期間　７月23日㈮まで　※当日消印有効
申込方法　・�村上体育館または各地区総合体育館に備え付けの申し込み用紙に必要事項を記入し、参加費を

添えて申し込みください。

　　　　　・郵送する場合は、現金書留、または郵便定額小為替で申し込みください。

　　　　　　〒959－3492　村上市九日市501番地　かみはやし穀菜マラソン事務局あて
種　　目

種　　目 部　　門

２km
１ 小学校１～６年生男子（１～３年生、４～６年生別）

２ 小学校１～６年生女子（１～３年生、４～６年生別）

３km
３ 中学生男子

４ 中学生・高校生・一般女子

５km
５ 一般男子（高校生含む）

６ 一般女子（高校生含む）

10km
７ 一般男子（高校生含む）

８ 一般女子（高校生含む）

●問い合わせ　かみはやし穀菜マラソン事務局（神林総合体育館内）　☎66－8111

平成21年度情報公開および個人情報保護条例運用状況

　平成21年度中に条例に基づいて行われた情報公開および個人情報開示等の請求件数や処理状況などを公
表します。

情報公開実施件数

情報公開請求件数 68件

（公開件数）

全部公開件数 65件

一部公開件数 ３件

（非公開件数）

非公開件数 ０件

不存在等件数 ０件

不服申立件数 ０件

審査機関への諮問件数 ０件

訴訟件数 ０件

公文書公開申出件数 12件

個人情報開示等件数

個人情報開示請求件数 ３件

訂正および利用停止請求件数 ０件

不服申立（異議申立）件数 ０件

是正申出件数 ０件

審議会への諮問件数 ０件

訴訟件数 ０件

　１件で複数文書の公開請求があったもののうち、文書

ごとに「全部公開」「一部公開」「不存在等」など処分が

異なった場合は「一部公開」として計上しています。

●問い合わせ　総務課庶務係　☎53－2111（内線313）
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さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※�それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる
ように上記イラストを掲載しています

　

５
月
20
日
㈭
、
第
34
期
朝
日
長
寿
大
学
開
講
式
が
総

合
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
３
２
０
人（
男

性
45
人
、
女
性
２
７
５
人
）
が
入
学
し
、
久
々
の
再
会
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
学
生
を
代
表
し
て
貝
沼
キ
イ
さ
ん
（
堀
野
）

が「
高
齢
化
に
伴
い
入
学
者
も
減
っ
て
い
る
が
、自
分
の

趣
味
を
持
ち
、
友
達
と
仲
良
く
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
し
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
、
土
と
太
陽
を
愛
し
、
ひ
か
り

輝
く
大
学
生
を
目
指
し
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、新
潟
お
笑
い
集
団
Ｎ

な
　
　
ま
　
　
ら

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
に

よ
る
法
律
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。家
族
内
や
隣
家
間
で

起
こ
り
う
る
身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
を
例
に
あ
げ
、大
学
生
に

答
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、難
し
い
法
律
問
題
を
、笑
い
を

交
え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
長
寿
大
学
の
活
動
は
、
年
８
回
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

「
ア
ハ
ハ
ァ
」

と
笑
顔
で
入
学

あさひ

　

５
月
23
日
㈰
、
北
新
保
地
内
の
お
幕
場
を
会
場
に

第
23
回
お
幕
場
茶
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
延

べ
１
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

茶
会
で
は
表
千
家「
有
和
会
」、「
み
づ
き
会
」、石
州

流「
清
和
会
」、「
生
き
が
い
教
室
」、宗
偏
流「
雪
月
会
」

の
５
席
が
設
け
ら
れ
、
抹
茶
と
茶
菓
子
で
来
客
者
を

も
て
な
し
ま
し
た
。ま
た
、山
田
流
筝そ

う
き
ょ
く曲「
松
珠
会
」の

皆
さ
ん
に
よ
る
琴
の
演
奏
が
優
雅
な
茶
会
の
雰
囲
気

を
さ
ら
に
引
き
立
て
て
い
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
神
林
商
工
会
の
須
貝
会
長
は
「
天
候
に

も
恵
ま
れ
大
勢
の
人
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
う
れ
し

い
限
り
で
す
」
と
話
し
、
ま
た
、
市
内
か
ら
参
加
し
た

女
性
は
「
外
で
い
た
だ
く
と
ま
た
違
っ
た
味
わ
い
で

す
ね
」と
お
茶
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
幕
場
茶
会

かみはやし

　

山
北
地
区
全
集
落
の
集
落
名
と
シ
ン
ボ
ル
な
ど
を

タ
イ
ル
で
張
り
合
わ
せ
た
大
き
な
壁
画
が
描
か
れ
て

い
る
国
道
７
号
府
屋
地
内
の
海
を
臨
む
休
憩
ス
ペ
ー

ス
「
や
す
ら
ぎ
の
館
」
周
辺
の
花
壇
に
、
色
鮮
や
か
な

花
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
国
道
沿
線
で「
や
す
ら
ぎ
快
道
を
育
て
る
会
」

が
中
心
と
な
っ
て
四
季
の
草
花
を
植
栽
し
て
い
る
環

境
美
化
活
動
。
今
年
も
５
月
22
日
㈯
に
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
や
ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
の
苗
、
沿
道
の
緑
地
帯
に
は

ハ
マ
ナ
ス
の
株
が
集
ま
っ
た
約
40
人
の
参
加
者
に

よ
っ
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
の
お
か
げ
で
「
や
す
ら

ぎ
の
館
」の
名
の
と
お
り
、訪
れ
た
人
が
や
す
ら
ぎ
の

ひ
と
と
き
と
、
温
か
い
心
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
駐
車

場
と
し
て
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
時
の
や
す
ら
ぎ
を

「
府
屋
地
内
植
栽
活
動
」

さんぽく
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５
月
31
日
㈪
、山
北
に
じ
い
ろ
保
育
園
で
、サ
ツ
マ

イ
モ
の
苗
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
食
べ
て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
。
形
は
分
か
る
け

ど
、ど
ん
な
風
に
し
て
育
つ
ん
だ
ろ
う
。園
児
の
顔
か

ら
は
、そ
ん
な
言
葉
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
し
た
。

　

今
回
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
ん
ぽ
く
に
入
所
し

て
い
る
皆
さ
ん
が
園
児
と
一
緒
に
苗
植
え
を
手
伝
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
域
と
ふ
れ
あ
い
、交
流
す
る
こ
と
で「
開
か
れ
た

保
育
園
」
を
目
指
す
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
今
回
の
行
事
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通

し
て
地
域
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
に
欠

か
せ
な
い
保
育
園
と
な
り
、
園
児
と
と
も
に
地
域
の

宝
と
し
て
輝
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

開
か
れ
た
保
育
園
を
目
指
す

　

山
北
に
じ
い
ろ
保
育
園

「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
」

さんぽく

　

荒
川
地
区
の
小
学
校
で
は
、
５
月
末
か
ら

６
月
初
め
に
か
け
て
運
動
会
が
行
わ
れ
、
大

勢
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
見
守
る
中
、
児
童
た
ち

の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
屋
小
学
校
で
は
、
保
護
者
も
参
加
し
て

の
大
玉
送
り
や
来
場
者
と
一
緒
に
踊
る
あ
ら

か
わ
音
頭
な
ど
、
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に

楽
し
め
る
種
目
で
、
会
場
全
体
の
雰
囲
気
が

さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

保
内
小
学
校
で
は
、
伝
統
の
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
ズ
」
の
演
奏
が
行
わ

れ
、
６
年
生
の
児
童
数
１
０
４
人
に
ち
な
ん

で
、
演
奏
し
な
が
ら
人
文
字
で
「
１
０
４
」
を

形
取
り
、大
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
に
た
く
さ

ん
応
援
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
し
、

が
ん
ば
れ
た
」と
の
感
想
。地
域
の
皆
さ
ん
も

子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
両
校
の

運
動
会
で
し
た
。

元
気
印
！
小
学
校
運
動
会

あらかわ

　

５
月
27
日
㈭
、
第
１
回
朝
日
地
区
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
事
業
運
営
検
討
委
員
会
が
猿
沢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
元
な
ど
か
ら
選
ば
れ
た
８
人
の
委
員

は
市
長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
後
、
早

速
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

猿
沢
集
落
に
整
備
さ
れ
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン（
市
民
農
園
）は
、平
成
23
年
４
月
１
日
に

開
園
す
る
予
定
で
す
。来
春
開
通
す
る
朝
日

ま
ほ
ろ
ば
IC
を
利
用
し
て
都
市
部
と
の
交
流

を
盛
ん
に
し
、農
業
を
通
じ
て
地
域
住
民
と

の
新
し
い
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、地
域
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

　

運
営
検
討
委
員
会
で
は
、魅
力
的
で
、楽
し

く
交
流
で
き
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
目
指

し
て
、
今
後
も
運
営
方
法
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

あさひ

　

５
月
30
日
㈰
、朝
日
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
朝
日
地

区
の
消
防
団
員
３
１
８
人
が
集
ま
り
、朝
日
方
面
隊
春

季
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。小
隊
訓
練
や
一
斉
放

水
、ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
な
ど
、規
律
の
と
れ
た
訓
練

を
披
露
。

　

ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス
な
ど
の
操
作
方
法
の
素
早
さ
や

正
確
さ
を
競
う
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
は
、５
分
団
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
１
チ
ー
ム
が
出
場
し
、日
ご
ろ
練
習
し
て
き

た
成
果
を
競
い
ま
し
た
。各
チ
ー
ム
の
得
点
が
拮き

っ

抗こ
う

す

る
中
、小
須
戸
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
に
出
場
す
る
布
部
チ
ー
ム
と
と
も
に
６
月
27
日
㈰

に
行
わ
れ
る
郡
市
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
に
出
場
し
ま

す
。

　

優
勝
を
決
め
た
小
須
戸
チ
ー
ム
は
郡
市
大
会
に
臨

む
た
め
、さ
ら
に
士
気
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

待
機
線
に
つ
け
！

　
　

操
作
、始
め
！

あさひ

優勝した小須戸チーム
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６
月
６
日
㈰
、
山
北
球
場
で
平
成
22
年
度
山
北
地

区
春
季
野
球
大
会
が
行
わ
れ
、
各
試
合
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
新
規
参
加
し
た
「
板
垣
建
築
野
球
ク
ラ

ブ
」
は
闘
志
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
観
衆
を
沸
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

「
野
球
青
年
」
チ
ー
ム
で
、
代
表
者
の
板
垣
尚た

か

迪ふ
み

さ

ん（
勝
木
）は
告
知
放
送
で
、こ
の
野
球
大
会
を
知
り
、

仲
間
に
声
を
か
け
て
参
加
。「
今
大
会
に
参
加
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
山
北
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
指
導
に
も
協
力
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
大
会
を
開
催
し
た
山
北
地
区
野
球
連
盟
の
本
間

富
美
男
会
長
は「
若
い
人
の
参
加
に
よ
り
、山
北
と
野

球
に
活
気
が
出
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

若
い
力
が
活
気
へ

「
山
北
地
区
春
季
野
球
大
会
」

さんぽく

　

６
月
１
日
㈫
、平
林
中
学
校
の
生
徒
が
、昨

年
に
引
き
続
き
塩
谷
海
岸
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
髙
野
裕
太
さ
ん
が
「
地
域
の

人
の
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
が
よ
く
来
る
塩
谷

海
岸
を
き
れ
い
に
し
て
、
て
き
ぱ
き
と
ご
み

を
拾
い
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

　

１
１
３
人
の
全
校
生
徒
が
13
班
に
別
れ
、

午
後
２
時
過
ぎ
か
ら
３
時
前
ま
で
護
岸
整
備

さ
れ
て
い
る
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に

漂
着
し
た
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

集
め
た
ご
み
は
１
時
間
足
ら
ず
で
軽
ト

ラ
ッ
ク
１
台
分
と
な
り
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

終
了
し
ま
し
た
。

海
岸
を
き
れ
い
に

平
林
中
学
校
ク
リ
ー
ン
作
戦

かみはやし

　

５
月
31
日
㈪
、
市
役
所
本
庁
舎
で
第
１
回

村
上
市
慣
行
審
議
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、村
上
市
の
木
・
花
・
鳥
を
決
め

る
た
め
、ま
た
、市
民
憲
章
制
定
に
向
け
て
提

言
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
出
さ
れ
た
16

人
の
委
員
に
１
人
ず
つ
市
長
か
ら
委
嘱
状
が

手
渡
さ
れ
、そ
の
後
、選
定
方
法
な
ど
を
協
議

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
４
回
程
度
の
会
議
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
市
民
の
一

体
感
の
醸
成
が
図
ら
れ
、ま
た
、市
民
に
親
し

ま
れ
、
郷
土
へ
の
愛
着
が
深
め
ら
れ
る
よ
う

な
木
・
花
・
鳥
の
選
定
作
業
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 市

の
シ
ン
ボ
ル
を
選
定
す
る

村
上
市
慣
行
審
議
委
員
会

　

６
月
５
日
㈯
、第
10
回
の
節
目
と
な
る「
お
し
ゃ
ぎ

り
会
館　

和
み
の
夕
べ
」
が
お
し
ゃ
ぎ
り
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
普
段
立
ち
入
り
で
き
な
い
お
し
ゃ

ぎ
り
展
示
場
を
舞
台
と
し
て
生
演
奏
を
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
は
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
や
バ
イ
オ
リ

ン
な
ど
の
音
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
の
演
奏
者
で
あ
る
長
尾
景
友

さ
ん
は
、戦
国
大
名
で
あ
る
越
後
長
尾
氏
の
末ま

つ

裔え
い

。５

代
前
に
は
村
上
出
身
の
詩
人
で
あ
る
長
尾
秋
水
が
い

る
な
ど
、村
上
市
に
も
縁
の
あ
る
人
で
す
。

　

新
発
田
市
か
ら
訪
れ
た
中
野
さ
ん
は
「
品
格
あ
る

雰
囲
気
の
中
で
音
楽
を
楽
し
め
ま
し
た
。
次
は
趣
を

変
え
て
気
軽
な
演
奏
が
聞
き
た
い
で
す
ね
」と
、次
回

の
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

気
品
溢
れ
る
フ
ラ
メ
ン
コ

ギ
タ
ー
の
調
べ

むらかみ

むらかみ
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６
月
13
日
㈰
、
荒
川
河
川
敷
（
関
川
村
地
内
）
に
お

い
て
荒
川
水
防
訓
練
が
開
催
さ
れ
、国
や
県
、流
域
の

自
治
体
な
ど
の
関
係
機
関
か
ら
６
１
１
人
が
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

各
消
防
団
に
よ
る
水
防
技
術
訓
練
や
、
村
上
市
消

防
本
部
に
よ
る
救
助
訓
練
、ま
た
、村
上
市
食
生
活
改

善
推
進
委
員
協
議
会
荒
川
分
会
に
よ
る
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
、役
割
ご
と
に
、き
び
き
び
と
し
た

動
き
で
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
か
ら
は
「
時
間
雨
量
が
80
ミ
リ
を
超
え
る

こ
と
も
増
え
て
き
て
お
り
、
治
水
に
万
全
を
期
す
と

と
も
に
、
地
域
と
連
携
し
た
水
防
活
動
が
大
切
に

な
っ
て
い
る
」と
の
話
が
あ
り
、災
害
時
の
地
域
の
力

の
重
要
性
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
力
で
防
ぐ

　

６
月
12
日
㈯
、
山
辺
里
小
学
校
と
門
前
谷
小
学
校

の
児
童
と
そ
の
保
護
者
や
先
生
な
ど
が
、
山
辺
里
小

学
校
か
ら
門
前
せ
せ
ら
ぎ
公
園
ま
で
歩
く
「
山
辺
里

地
区
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
」を
行
い
ま
し
た
。

　

来
年
に
は
、両
校
が
統
合
し
、一
緒
の
学
び
舎
で
学

校
生
活
を
送
り
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
思
い

や
り
や
協
力
の
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
た

こ
の
ウ
オ
ー
ク
。
総
距
離
８
・
５
㎞
の
長
距
離
を
約

３
９
０
人
の
参
加
者
が
列
に
な
り
、
暑
い
日
ざ
し
が

照
ら
す
中
を
歩
き
き
り
ま
し
た
。

　

門
前
谷
小
学
校
３
年
の
佐
藤
雅
也
さ
ん（
大
関
）は

「
保
育
園
の
こ
ろ
に
一
緒
に
遊
ん
だ
山
辺
里
小
学
校

の
友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。
学
校
が
統

合
し
た
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
り
た

い
で
す
」
と
ウ
オ
ー
ク
後
の
心
地
よ
い
汗
を
流
し
な

が
ら
、話
し
て
い
ま
し
た
。

交
流
を
深
め
て

〜
山
辺
里
地
区

　

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
〜

むらかみ

　

６
月
10
日
㈭
、
坂
町
保
育
園
で
老
人
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
奉
仕
作
業
と
、
園
児
た

ち
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
奉

仕
作
業
は
、
荒
川
地
区
の
各
保
育
園
で
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
坂
町

地
区
と
切
田
地
区
の
皆
さ
ん
が
、
保
育
園
敷

地
の
除
草
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

作
業
が
終
わ
り
、
一
息
入
れ
た
後
に
園
児

た
ち
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
、
か
わ
い
い
ダ

ン
ス
や
寿じ

ゅ

限げ

無む

の
披
露
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
園
児
た
ち
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
肩
た
た
き
を
し
て
、
作
業
の
疲
れ
を

癒
し
て
い
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ

ん
は
、「
楽
し
い
踊
り
や
肩
た
た
き
を
し
て
も

ら
っ
て
、す
っ
か
り
疲
れ
が
と
れ
ま
し
た
。ま

た
来
年
来
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
の

　
　
　
　

あ
り
が
と
う

あらかわ

　

６
月
６
日
㈰
、
岩
船
港
港
湾
緑
地
イ
ベ
ン

ト
広
場
に
設
置
し
た
氷
砕
艦「
初
代
し
ら
せ
」

の
ス
ク
リ
ュ
ー
ブ
レ
ー
ド
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

１
９
８
２
年
に
南
極
観
測
船
と
し
て
就
役

し
、
２
０
０
８
年
ま
で
南
極
地
域
観
測
隊
員

や
物
資
の
輸
送
に
活
躍
し
た
「
初
代
し
ら

せ
」
。
高
さ
が
２
ｍ
以
上
あ
り
、
厚
み
も
あ
る

設
置
さ
れ
た
ブ
レ
ー
ド
は
、
南
極
の
２
ｍ
を

超
え
る
氷
の
板
を
砕
い
て
船
を
進
め
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

村
上
市
の
ほ
か
に
秋
田
県
に
か
ほ
市
や
東

京
都
港
区
な
ど
、
日
本
人
初
の
南
極
探
検
に

成
功
し
た
白
瀬
矗の

ぶ

中
尉
の
ゆ
か
り
の
あ
る
場

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ブ
レ
ー
ド
。
今
後
の

岩
船
港
の
振
興
や
活
性
化
に
新
し
い
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

氷
砕
艦
「
初
代
し
ら
せ
」
ス
ク

リ
ュ
ー
ブ
レ
ー
ド
序
幕
式

むらかみ
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認 知 症
～老化による「物忘れ」と認知症の「物忘れ」の違いは？～

　年を取って物忘れをすると「ぼけてきたのでは」と心配に思うことがありますが、老化による物忘れと認

知症によるものとは違うものです。

　例えば、「朝ごはんのおかずは何だったっけ」と、食べたものが具体的に思い出せないことがありますが、

これは単なる物忘れ。しかし、認知症による記憶障害の場合は、「朝ごはんは、まだ」と食べたこと自体を

忘れたり、忘れたことに対する自覚がなかったりします。

　症状の違いを理解し、認知症の兆候を見逃さないようにしましょう。

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511 ㈹

【中央図書館新着図書】

◆　村上の歳時記（矢部キヨ）

◆　白い河　風聞・田中正造（立松和
わ

平
へい

）

◆　あの日にかえりたい（乾
いぬい

ルカ）

◆　幕末銃姫伝　京の風　会津の花（藤本ひとみ）

◆　少女外道（皆川博子）

◆　影法師（百
ひゃく

田
た

尚
なお

樹
き

）

◆　富士子　島の怪談（谷一
かず

生
お

）

◆　北への旅　なつかしい風にむかって（椎名誠）

◆　何とかなるさ！ママは宇宙へ行ってきます（山崎直子）

◆　読み解き「般若心経」（伊藤比呂美）

◆　今、知っておきたい日本茶の基本

◆　自分でできるかんたん洋服お直しの本

◆　家中みんなの簡単ヘアカット

○　がまどんさるどん（大江和子）

○　へんなどうつぶ（ワンダ・ガアグ）

○　孝行手首（大島妙子）

○　どんどんとんとんチャチャチャ（庄司三智子）

○　徳田さんちはおばけの一家（ねじめ正一）

○　きみが見つける物語（あさのあつこ他）

○　ビーバー族のしるし（エリザベス・ジョージ・スピア）

○　図書館ラクダがやってくる（マーグリート・ルアーズ）

○　文化系部活動アイデアガイド

図書館職員のおすすめ本
「きのこの絵本」

おいしいきのこを割りばしやプラン

ターで育てて、食べてみよう。きのこ

博士になれる絵本です。

◆…一般書　○…児童書

包括支援センターだより

＜老化による物忘れ＞

・体験の一部を忘れる

・忘れたことを自覚している

・買い物に行った時に、買うものを忘れる

・自分のいる場所や時間が分かる

・性格は変わらない

＜認知症による物忘れ＞

・体験そのものを忘れる

・忘れたことを理解できない

・買い物したことを忘れ、また、買い物に行く

・今いる場所、時間が分からなくなる

・性格が変わることがある（怒りっぽいなど）

その３

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線364）、または各支所地域福祉課介護保険係

図書館の本を借りるには
「利用者カード」が必要です

　村上市、岩船郡にお住まいか、通勤や通学してい

る人は、無料でカードを作ることができます。身分

を証明するもの（免許証や保険証など）をご持参く

ださい。

◎�市内すべての図書館や図書室、移動図書館車で使
うことができます。

郷土資料の寄贈のお願い

　図書館では、村上市について書かれた本や、市に

ゆかりのある人が書いた「郷土資料」を収集してい

ます。図書館が必要としている郷土資料の寄贈にご

協力ください。

※�図書館の資料収集方針により、受け入れできない
場合があります

次回は、「認知症の診断と治療」についてです。
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と
食
べ
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、「
お
い
し
い
か
ら

も
っ
と
食
べ
た
い
」と
い
う
年
少
さ
ん
に
年
長
さ

ん
が
お
す
そ
分
け
を
し
て
く
れ
る
な
ど
、ほ
ほ

え
ま
し
い
光
景
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

繰
り
返
し
給
食
に
出
す
こ
と
で
、偏
食
の
園

児
に
も
野
菜
を
食
べ
る
と
い
う
意
識
が
育
っ
て

き
て
い
ま
す
。少
し
ず
つ
で
も「
食
」へ
の
関
心
が

園
児
の
中
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、そ
し

て
、「
よ
く
食
べ
、よ
く
遊
び
、よ
く
眠
る
」元
気

い
っ
ぱ
い
な
園
児
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

食
育
だ
よ
り

　

み
の
り
保
育
園
で
は
、園
児
に「
食
」の
大
切
さ

を
伝
え
る
た
め
、地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
、野
菜
作

り
を
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
畑
が
あ

り
、そ
こ
で
園
児
は
、良
い
苗
を
選
ぶ
と
こ
ろ
か

ら
、植
え
付
け
、水
や
り
、草
刈
り
な
ど
を
し
て
一

生
懸
命
に
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

畑
の
世
話
は
ほ
と
ん
ど
の
園
児
に
と
っ
て
初

め
て
の
体
験
。さ
ま
ざ
ま
な
失
敗
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、自
分
で
育
て
た
野
菜
を
収
穫
す
る
感

動
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

採
れ
た
野
菜
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
調
理
さ
れ

た
給
食
は
、偏
食
の
あ
る
園
児
も
、「
お
い
し
い
」

こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

歯
周
病
に
ご
注
意
！

　

市
で
は
、
40
、
50
、
60
、
70
歳
の
人
を
対
象
に

成
人
歯
科
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
診
率

は
、
自
分
の
歯
に
関
心
が
低
い
た
め
か
、
平
成

21
年
度
で
は
６
・
７
％
と
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
こ
の
健
診
を
受
け
た
人
の
な
か

で
、
何
ら
か
の
口
の
健
康
に
つ
い
て
問
題
を

持
っ
て
い
る
人
が
、87
・
８
％
と
高
率
で
し
た
。

　

今
回
は
口
の
健
康
、特
に
歯
周
病
が
体
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

歯
周
病
は
ど
ん
な
病
気
で
し
ょ
う
か

　

歯
周
病
は
大
き
く
歯
肉
炎
と
歯
周
炎
に
大

別
で
き
ま
す
。細
菌
に
よ
る
炎
症
が
歯
肉
辺
縁

に
と
ど
ま
る
も
の
を
歯
肉
炎
と
い
い
ま
す
。多

く
の
人
が
、
こ
の
歯
肉
炎
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
炎
症
が
内
部
に
進
行
し
て
骨
や
線

維
を
破
壊
す
る
も
の
を
歯
周
炎
と
呼
び
ま
す
。

歯
周
病
と
全
身
疾
患

　

歯
周
病
に
な
り
や
す
く
な
る
危
険
因
子
と

し
て
は
、喫
煙
や
糖
尿
病
、ス
ト
レ
ス
、不
摂
生

な
生
活
、
薬
の
副
作
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
最

近
で
は
、歯
周
病
が
原
因
と
な
っ
て
感
染
性
心

内
膜
炎
や
呼
吸
器
疾
患
、
心
臓
血
管
病
、
糖
尿

病
な
ど
を
起
こ
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。歯
周
病
の
原
因
と
な
る
細
菌
と
心
臓
弁
膜

症
や
誤
飲
性
肺
炎
と
の
関
連
性
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
単
に
歯
や
口

の
健
康
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
全
身
の
健
康

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

歯
周
病
の
対
策

①�
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
歯
に
付
着
し
た

歯
垢
を
減
ら
す
こ
と
）

　

�

歯
ブ
ラ
シ
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
の
歯
の
清

掃
用
具
を
用
い
た
口
腔
内
の
清
掃
を
行
う
。

②�

自
ら
の
健
康
増
進
を
図
り
、
喫
煙
や
ス
ト
レ

ス
と
い
っ
た
環
境
因
子
を
取
り
除
く
。

③�

２
次
予
防
と
し
て
、
歯
科
医
・
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
歯
石
除
去
や
、
歯
面
清
掃
を
定
期
的

に
行
う
。

　

ま
た
、自
分
の
歯
の
健
康
を
確
認
す
る
た
め

に
、
成
人
歯
科
健
診
の
該
当
と
な
っ
た
ら
、
ぜ

ひ
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）



2010.7.1　　1�

Vol.4　「クールビズを実践しよう」eECOECO くらしくらし
エ コ

イー

カッコ
はじめよう ecology

  economy

本
間　

和
美
さ
ん
︹
新
町
︺

　
　
　

陽ひ

南な

ち
ゃ
ん
（
５
歳
）

　
　
　

望も

花か

ち
ゃ
ん
（
10
か
月
）

　最近、望花は携帯電話で遊ぶ

のが大好きです。お姉ちゃんが

「もしもし、モカさんですか」と

言うと携帯を頭にくっつけた

り、顔にくっつけたりして、お姉

ちゃんと楽しく遊んでいます。

そんなお姉ちゃんが大好きで、

毎日幼稚園から帰ってくるの

が、待ち遠しい望花です。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち「わが家の宝」を紹介します。

わが家

宝

の
今回は、

村上地区です

●冷房時の室温は28℃に設定しよう

　環境省では、地球温暖化対策の一つとして、６

月１日～９月30日の間、冷房時の室温を28℃にし
ても、快適に過ごすことのできるライフスタイル

「クールビズ」を推進しています。

◆部屋の温度を調節する　ちょっとした工夫

例えば…

・�扇風機を使って冷たい空気を混ぜる工夫をす
る。

・�エアコンを一時的に強くしたり、止めたりし
て空調管理をこまめにする。

・�ベランダのあるところは緑（植物）のカーテ
ンを作る。

・�ブラインドやカーテンを閉めたりして直射日
光を防ぐ。

・�旬の野菜を食べて体を冷やす。
・�のれん、すだれ、風鈴などで涼を演出する。
・�部屋の片付けや模様替えをして、風の通り道
を作る。

出典：環境省ホームページ

「チャレンジ25キャンペーン」
より

全体空調の場合は、
温度計をおいて室温を

管理しよう！

空調を一時的に強くしたり、
空調管理をコマメにしよう！

ベランダのあるところは
緑のカーテンも効果的！

ブラインドを閉めたりして、
日差しを防ごう！

扇風機を使って、
暖かい空気、冷たい空気を
混ぜる工夫をしよう！
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区 氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

※５月11日から６月10日までの届け出です（敬称略）

人口と世帯数（6月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä32,688人（△23）　Å35,530人（△24）　�計68,218人（△47）　    22,829世帯（△6）

【お詫びと訂正】�市報むらかみ６月号に掲載した「おくやみ」の長谷部靜子さんの掲載地区名に誤りがありました。�
お詫びして訂正します。　（誤）「荒川地区」　（正）「神林地区」

村上地区
小 野 健 三	 78	 飯野西
青　山　トヨ子	 89	 西興屋
小 田 イ チ	 92	 山辺里
柄 澤 武 男	 80	 南町二丁目
長 濱 信 吉	 95	 細工町
石 田 　 榮	 83	 久保多町
渡 邉 ヱ ツ	 82	 堀片
大 串 敏 博	 57	 岩船上町
髙 橋 長 市	 90	 長井町
伴 田 よ ね	 84	 岩船岸見寺町
小　池　甲子雄	 86	 三面
伊與部　與次郎	 88	 瀬波横町
天 井 昌 子	 85	 小町
佐 藤 ヤ エ	 89	 天神岡
町 野 鋿 太	 78	 上町
若 林 三 男	 58	 下相川
永 田 シ ゲ	 80	 飯野一丁目
小 田 　 保	 89	 門前
小 川 ナ ツ	 74	 肴町
𠮷　田　カヲル	 80	 日下
山 口 達 夫	 71	 山居町二丁目

荒川地区
小 池 順 治	 77	 田島

村上地区
芳希（よしき）	 吉　田　　　健	 南町二丁目
望 （々のの）	 佐　藤　貴　光	 羽黒町
未空（みく）	 田　巻　成　明	 緑町三丁目
慶（けい）	 樺　澤　安　利	 飯野三丁目
寛太（かんた）	 中　村　勇　太	 下相川
晴貴（はるき）	 中　原　貴　寛	 八日市
颯太（そうた）	 成　田　隆　人	 新町
椛廉（かれん）	 工　藤　　　渉	 八日市
咲月（さつき）	 板　垣　俊　介	 小国町
愛維（めい）	 髙　橋　伸　也	 泉町
結愛（ゆうあ）	 小　田　健　生	 岩船三日市
悠人（ゆうと）	 上　杉　文　都	 塩町
実杏（みも）	 髙　橋　博　毅	 三面
さくら	 加　藤　雄　士	 塩町
千夏（ちなつ）	 阿　部　　　覚	 若葉町
朱（あや）	 能勢山　　　敬	 二之町

荒川地区
結芽（ゆめ）	 小　川　亮　介	 坂町
獅子（れお）	 稲　家　直　樹	 前坪団地
晟（じょう）	 佐　藤　慎　也	 坂町

壮良（そら）	 金　子　良　未	 佐々木
楓夏（ふうか）	 小　川　　　毅	 田島
刹那（せつな）	 本　間　　　亮	 春木山
怜（れい）	 奥　山　　　潤	 藤沢
恭己（ゆき）	 山　田　正　紀	 坂町
怜良（れお）	 髙　橋　　　宗	 長政

神林地区
優奈（ゆうな）	 中　村　洋　平	 牛屋
ひまり	 長　濵　新　治	 指合
凛心（りこ）	 遠　山　英　樹	 松喜和
樹喜（いつき）	 齋　藤　　　潤	 葛籠山
凛生（りお）	 木　村　良　生	 塩谷

朝日地区
心陽（こはる）	 遠　山　雅　稔	 高根
結衣（ゆい）	 齋 藤 　 彰	 あけぼの
煌（きら）	 髙 橋 　 忍	 猿沢
絢叶（じゅんしん）	 中　山　淳　一	 大須戸
星暖（せだん）	 谷　井　幸　大	 下新保
凛（りん）	 海　沼　佳　樹	 関口
帆香（ほのか）	 五十嵐　孝　夫	 大須戸

朝日地区
藤 田 恭 佑	 14	 小川
飯 沼 重 助	 86	 岩沢
鈴 木 繁 𠮷	 67	 中原
大 滝 ツ ヤ	 90	 蒲萄
島　田　富士夫	 68	 下新保
中 山 勝 雄	 92	 大須戸
岡　田　クニイ	 87	 蒲萄
小 池 テ イ	 96	 塩野町
伊 藤 エ ソ	 88	 鵜渡路
鬼 原 　 徹	 55	 猿沢
𠩤 サ ダ	 87	 早稲田

小 竹 勝 太	 91	 荒沢
丹 　 新 司	 74	 布部
板 垣 　 貢	 80	 下新保

山北地区
斎 藤 正 美	 84	 越沢
板 垣 熊 吉	 81	 荒川
渡 部 サ ク	 93	 大毎
中 村 安 吉	 87	 今川
大 平 吉 彌	 85	 碁石
渡 邉 末 義	 81	 大毎
本 間 三 郎	 75	 浜新保
渡 辺 ト メ	 93	 脇川

古 川 キ ヨ	 88	 坂町
冨 樫 冨 美	 88	 前坪団地
米　山　吉四郎	 85	 荒屋
松 田 清 次	 93	 野口
森 　 松 次	 88	 梨木
佐　藤　きみゑ	 94	 羽ヶ榎
阿 部 　 武	 69	 両新
米 山 ミ ナ	 90	 荒屋
松　本　兼太郎	 79	 佐々木
阿 部 豊 作	 88	 春木山

神林地区
薄 田 定 一	 85	 指合
森　田　トラノ	 95	 今宿
大 矢 亥 吉	 86	 南大平
齋　藤　美穂子	 43	 飯岡
佐 藤 貞 雄	 86	 川部
鈴 木 タ マ	 88	 有明
鈴 木 リ キ	 82	 小口川
齋 藤 伊 一	 85	 塩谷
志 田 キ イ	 78	 牛屋
本 間 貞 策	 85	 小出
平 山 和 夫	 63	 七湊
山　﨑　三　郎	 86	 下助渕
小　野　マツイ	 95	 南田中
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市報むらかみは、資源保護のため
再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

　５月下旬に朝日地区の５つの保育園で「サツマイモの苗植え」が行
われました。天気が悪く予定を延期した保育園もありましたが、園児
のおじいちゃんやおばあちゃんに手伝ってもらい、たくさんの苗を植
えました。
　写真は塩野町保育園の苗植えの様子で、最初に園長先生から「サ
ツマイモの苗は土のお布団にお昼寝するように斜めに置いて、その上
に土のお布団をやさしくかけ『大きくなってね～、トントン』とおま
じないをして植えてください」と教えてもらい、園児たちは早速苗を
植えました。「おまじない」も忘れずにしたので秋には大きなサツマ
イモに育つことでしょう。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u来年度、統合される山辺里小学校
と門前谷小学校の合同学校行事「ふ
れあいウォーク」に参加しました。
この日は晴天に恵まれ、暑い日差し
が照りつける中、８．５ｋｍ先のゴー
ルを目指して歩きました。日ごろ、健
康を目的にランニングをしている私
は体力に自信がありましたが、歩き
終えるころには、もうクタクタで自
身の体力が落ちたことにガッカリ。
しかし、ゴール後にもらったスポー
ツドリンクが体にしみわたり、歩き
とおした達成感で、清々しい気分に
なりました。一緒に参加した皆さん
も同じように感じたのでしょうか、
どの顔もとびきりの笑顔でした。ひ○�

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

写真は、荒川

　

多
く
の
フ
ァ
ン
が
待
ち
焦
が
れ
た
夏
の
風
物
詩

「
鮎
釣
り
」が
、い
よ
い
よ
解
禁
と
な
り
ま
す
。

　

初
夏
の
さ
わ
や
か
な
気
候
の
中
、
若
鮎
と
の
一

年
振
り
の
再
会
を
楽
し
む
解
禁
日
に
始
ま
り
、

シ
ー
ズ
ン
の
終
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
晩
秋
の
落
ち

鮎
釣
り
ま
で
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
肌
で
実
感

で
き
る
の
も
、
鮎
釣
り
の
醍
醐
味
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
鮎
が
ス
イ
カ
の
よ
う
な

香
り
が
す
る
魚
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
た
め
、香
魚
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。と
き
に

は
、
川
自
体
か
ら
ス
イ
カ
の
香
り
が
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
人
は
、「
平
成
の
名
水

１
０
０
選
」に
も
選
ば
れ
た
荒
川
を
は
じ
め
、市
内

の
清
流
に
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

市内河川の鮎釣り情報

河川名 遊漁期間 遊漁券 問い合わせ

荒川

７月５日㈪
～11月30日㈫
（10月１日～10
月15日は禁漁）

日券2,000円
年券8,000円

荒川漁業協同
組合
☎62－1163

三面川

７月１日㈭
～11月30日㈫
（10月１日～10
月10日は禁漁）

日券2,000円
年券8,400円

三面川鮭産漁
業協同組合
☎52－3758

大川、
勝木川

７月１日㈭
～11月30日㈫
（10月１日～10
月15日は禁漁）

日券1,300円
年券5,000円

大川漁業協同
組合
☎77－3115

写真は、三面川


